
1/3 

雨水流出抑制の手引き－雨水排水計画協議について－新旧対照表  

新 旧 

第１章 総則 第１章 総則 

（略） （略） 

４）（略） ４）（略） 

（略） （略） 

○雨水排水の協議手順 

 （略） 

①「雨水排水計画書」の提出【申請者⇒下水道部浸水対策室】 

様式第１号「雨水排水計画書」に、図１－３に示す雨水排水計画図

書を添付し、下水道部浸水対策室へ１部提出する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○雨水排水の協議手順 

 （略） 

①「雨水排水計画書」の提出【申請者⇒下水道部浸水対策室】 

様式第１号「雨水排水計画書」に、図１－３に示す雨水排水計画図

書を添付し、下水道部浸水対策室へ２部提出する。 
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 （略） 

 

図１－４．雨水排水計画書の記入例と注意点 

 

 （略） 

 



3/3 

第４章 貯留施設の設計 第４章 貯留施設の設計 

（略） （略） 

４）（略） ４）（略） 

（略） （略） 

（１）（略） （１）（略） 

（略） （略） 

＜管口フィルターについて＞ 

  ゴミなどのきょう雑物が雨水貯留槽へ流入することを防ぐため、流入桝

に管口フィルターを設置すること。管口フィルターの材質はステンレスと

し、構造は立体構造とする。維持管理の観点から、管口フィルターは容易

に開閉や取り外しが可能なものが望ましい。また、フィルターの網目の幅

は、概ね５mmから１２mmとする。 

 

＜スクリーンについて＞ 

  きょう雑物によりオリフィス孔が閉塞しないよう、オリフィスの手前に

スクリーンを設置すること。管口フィルターと同様に、スクリーンの材質

はステンレス、構造は立体構造とし、容易に開閉や取り外しが可能なもの

が望ましい。スクリーンの網目の幅は、スクリーン孔が円形であれば口径

の２／３以下、矩形であれば短辺の２／３以下とする。 

              

                                   

                                   

                                   

                                   

                 

 

            

                                     

                                   

                                   

                                   

                           

  

 


